
， 

が

平成14年

長浜町消防出初式

私たちの生命と財産を守って

〈ださる消防団員の皆さん、こ

れからもよろし〈お額いします。

(p 2に関連記事)
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一
ニ
月
十
七
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
平
成
十
四
年
長

濃
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
町
内
の
消
防
団
員
や
関
係
者
ら

約
一
一
一
百
六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
四
年
ぶ
り
に
屋
外
で
の
開
催
と
な
っ
た
今

囲
は
、
来
賓
詰
ど
多
数
が
見
守
る
中
、
服
装
点
検
や
機
械
器
具

点
輔
、
ポ
ン
プ
操
法
や
・
大
和
分
団
に
よ
る
小
隊
訓
錬
立
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
や
、
永
年
に
わ
た
り

消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
表
彰
状
園
感
謝

状
の
贈
呈
、
町
長
式
辞
、
来
賓
祝
辞
に
引
き
続
き
、
問
団
長
か

ら
「
災
害
に
強
い
町
。
つ
〈
り
を
目
指
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
自

覚
と
誇
り
を
持
っ
て
活
動
に
遭
進
を
:ι

と
の
訓
示
が
述
べ
ら

れ
、
式
は
滞
り
な
〈
終
了
し
ま
し
た
。

、
金
団
員
に
よ
る
町
内
パ
レ
ー
ド
、
長
浜
大
橋
か
ら

水
も
行
わ
れ
、
沿
道
に
防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略
)

--

西
山
和
央
さ
ん

消
防
庁
長
官
表
彰

〔
消
防
庁
長
官
表
彰
〕

O
永
年
勤
続
功
労
章

長
浜
町
消
防
同
副
団
長
西
山

〔
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
〕

。
功
績
章

長
浜
町
消
防
団
副
同
長

。
精
績
章

白
滝
分
間
分
団
長

。
勤
続
章

白
滝
分
団
副
分
団
長

。

第

一

部

部

長

西
山

山
本

成鎌
田回

和
夫

第
二
部
班
長

〔
愛
媛
県
知
事
表
彰
〕

O
永
年
勤
続
功
労
章

大

和

分

団

分

団

長

大

成

長
浜
分
団
副
分
団
長
松
岡

〔
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
〕

O
竿
頭
綬

長
浜
町
消
防
団

O
功
績
章

長
浜
分
同
副
分
団
長
松
岡

O
勤
続
章

長
浜
分
団
第
二
部
団
員
梶
田

第
三
部
団
員
浪
本

。

第

四

部

班

長

大

谷

青
島
分
団
第
一
部
部
長
中
川

第
一
部
班
長
紙
同

第
二
部
班
長
中
川

喜
多
灘
分
団
第
二
部
団
員
中
伊

櫛
生
分
団
第
三
部
団
員
松
本

出
海
分
団
第
一
部
団
員
宮
田

白
滝
分
団
第
一
部
団
員
酒
井

。

第

二

部

班

長

西

山

第
二
部
団
員
岡
本

O
家
族
内
助
の
功
労
章
感
謝
状

湊
喜
美
子
(
沖
浦
)

〔
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
〕

O
規
律
章

長
浜
分
団
第
一
部
団
員

ィペン

宮
本

和
夫

久
土佐充

篤
泰

西

山

直

宏

鈴
木
正
一
郎

尾

上

卓

也

タ'

ク

。

第
五
部
団
員

I曽
憲

昭 宣
夫功

昭
夫

和 修 秀 幸 喜 龍公清伴康
幸 一 泊 喜 憲 二子成造喜一滋

第
六
部
団
員

青
島
分
団
第
一
一
部
団
員

旧
制

赤
丸

紙
本

喜
多
灘
分
回
第
一
部
団
員
津
田

第
二
部
団
員
久
保

櫛
生
分
団
第
一
部
団
員
問
中

第
二
部
団
員
小
森

第
三
部
団
員
木
多

水
口

坂
本

尾
野

大
成

畝
巾

尾
上

中
野

「
J
寸
J

'小
l
p木
1

宮
本

。。

ク

。。イシ

イシ

出
海
分
自
第
一
部
団
員

。

。

大
和
分
団
第
二
部
回
員

イシ

乙，

第
三
部
団
員

白
滝
分
団
第
二
部
団
員

第
三
部
団
員

イシクペf

// 

〔
長
浜
町
長
表
彰
〕

O
精
勤
章

長
浜
分
団
第
一
一
部
団
員
東

。

第

四

部

団

員

池

田

ク

第

五

部

団

員

山

木

ク

第

六

部

団

員

水

本

喜
多
瀧
分
団
第
一
部
団
員
宮
田

。

。

泉

。

第

二

部

団

員

仲

尾

櫛
生
分
団
第
二
部
団
員
西
田

第
三
部
団
員
一
口
同
屋

。

兵

多

y

ク

大

木

大
和
分
団
第
一
部
団
員
中
川

ア

。

大

野
。

渡

達

。

大

一

七

。
第
一
二
部
団
員
松
田

ツ

。

久

保

白
滝
分
団
第
三
部
団
員
太
田

。

大

野

{
長
浜
町
消
防
団
長
表
彰
]

。
精
勤
章

白
滝
分
回
副
分
団
長

下
五
十
七
人
)

小隊訓練を行う大和分団の皆さん
秀 忠富 輝敏直春青 紀広敏直恵章
昭弘則夫朗彦雄哉 1封目 、孝 一行幸子子弘
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一
一
月
二
十
四
日
、
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
宿
三
回
長
浜

町
生
涯
学
習
の
ま
ち
守
つ
く
り
柱
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
教
育
・
栢

祉
関
係
者
中
、
各
種
目
体
会
員
ら
約
四
目
人
が
参
加
し
ま
し
た
っ

高齢化問題を考えよう

町民憲章を朗翫する
岡山和志さん

オ
i
。
ウ
エ
ン
タ

ぺ
さ
わ
や
か
コ
ー
ラ
ス
」
と
題
し
て
、

ア
ン
什
ン
プ
ル

Y
U
K
-
の
皆
さ
ん
が
、

デ
イ
ズ
一
一

1
峡
凶
か
ら
三
曲
を
主
し
い

歌
山
で
披
露
し
ま
し
た
っ

-軍歌

章多

永
年
に
わ
た
り
公
民
館
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
方
々
に
、
七
れ
彰
状
・
感
謝
状
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
(
十
一
ペ
ー
ジ
に
関

連
記
事

世
田
畑
一知

的
遊
楽
劇
場

アンサンフルYUIく|の皆さん

「
ょ
う
こ
そ
二
介
誰
の
世
界
」
と
思

し
た
介
護
叫
が
L
L

演
さ
れ
ま
し
た
。

寸
と
に
か
く
大
変
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
の
「
介
護
」
。
で
も
発
想
の
転
挽
で
、

介
護
を
楽
し
ん
で
続
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
、
家
肢
は
い
ど
ん
な
選
択
を
し
て

い
く
の
か
;
。
町
民
ス
タ
ー
も
加
わ
っ

て
の
栄
華
キ
ャ
ス
ト
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
知
的
遊
楽
劇
場
。
参
加
荷
は
、
お
か

し
く
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
ス
テ
ー
ジ
に
、

深
く
引
き
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
中
間
光
彦
先
生

(
社
会
福
祉
上
・
介
護
福
祉
上
・
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

J

に
よ
り
、
「
老
人
介

護
の
発
想
転
換
」
と
題
し
た
詰
漬
か
行

わ
れ
ま
し
た
。

「ホ
l
ム
ヘ
ル
バ

i
ヤ
シ
ョ
ー
ト
ス

ア
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
介
設
休
業
法

等
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度
を
活
用
し
よ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
時
間

も
大
切
に
し
よ
う
っ
遊
ぴ
心
を
侍
っ
て

上
子
に
子
を
抗
き
な
が
ら
、
み
ん
な
で

介
護
を
や
っ
て
い
こ
う
:
・
。
」
と

第
一
一
部

記

念

盤
調
申
南
阿

幽
回
E

回

開

制

炉

、

・

，

，

れ

プ口頭負けの演技で会場を魅了した
知的遊楽劇場(写真下は、出演者の皆注ん)

講演を行う中田先生

の
話
と
と
も
に
、
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子

に
乗
せ
る
コ
ツ
の
完
技
指
導
官
一
寸
、
終
始

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
前
演
に
、
参
加
者

は
思
わ
ず
笑
み
を
こ
ぼ
し
な
が
ら
、
じ
っ

と
耳
を
似
け
て
い
ま
し
た
。

介護劇出演者の皆さん(敬称略)

Oはるばあちゃん/山中高光

。柵太郎じいちゃん/清水敏宏

0洋子/小亀聡子 O正仲/日前徹

。弘樹/津田博幸 Oなかばあちゃん/玉井義幸

O敏子/清水幸 f 0デイ看護婦/武田仁美

0デイ介護職/西村弘元 O巡査長/坂本直哉

O巡査/大津宝丈 O支援相談員/成田真理

。ナレーション/畑中智子
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事悪路臨箆思惑盛臨調認寄稿部臨髄顕顕蝿臨湿器轍融部連盟醸臨器踏襲謹盟盟踏襲盛醸臨慨

も黒が個別的労使紛争のあっせんを開始
愛媛県は、個々の労働者と使用者との聞の解雇、賃金、労 働 時

間など、労働条件をめぐる紛争の解決を支援するため、今年 4月

から地方労働委員会が「あっせん」を行うこととしました。

費用は無料で、労働者、使用者どちらの方も利用できますので、

どうぞご活用ください。

な お、愛媛県中小企業労働相談所(各地方局商工労政課内 ) で

も、労働相談を行っていますので、こちらもご利用ください。

Eお問い合わせ〕愛媛県地方労働委員会事務局調整課(宮089-94

1-5718: http:/グwww.pref.ehime圃jp/ tiroui / index.htm) まで。
櫨概観踊蹴髄蹴謡選筋量詣話器轍鰯鱒童話聾蹴 一一-一一..._.._........-皿一回E ・--一一一・・「

車券犠保険の
主 年農更新について
も事業主のみなさまへ

労働保険(労災保険・雇用保

険)の年 度 更 新 手 続 き は お 済 み

ですか。

平成14年 度 の 年 度 更 新 手 続 き

は、 4月 1Uから 5月20[[まで

です。労 働 保 険 料 の 申 告 ・ 納 付

手続はお早めに。

Eお問い合わせ]愛媛労働局労

働保険徴収室(宮089-935-5200) 

または、最寄りの骨働基準監督

署まで。

蕊腕脳細描描翻臓説話話調括詔型車若草蹴抵主主謹型

選大手首f議事):J皆E
5劫'lKff子選事/ょっlIての
! 都市計融 腿
ii 子:jllまL走

情報です
~長浜町立図書館~

書名 著者

0小さいときから考えてきたこ

と 黒柳徹子

。経済のニュースがよくわかる

本(銀行・郵貯・生命保険編)

細野真宏

ONHK週刊こどもニュース

2001年版 NHK出版

。手IJ家とまっ(上・下)

T'TLU i羊
Oメジャーリーグで覚えた僕の

英語勉強法 長谷川滋干IJ

新刊

大和(郷)地区地医計画は、長

浜町が施行する土地区画整理事

業 の 区 域 内 ( 大字下須戒の一部

約4.2ha)において、建築物の用

途及び敷地等に対する規制ペコ誘

導を行っていくものです。

この計画につ いては、昨年10

月29日に大和公民館で、計画の

素案についての住民説明会を開

催し 、住 民の 皆さんのご意見を

お聴きした後、 法 手 続 き を 進 め

てきましたが、 この度、県知事

の同意を得て、 2月22日に町長

が当計困の都市計画決定の告示

を千子いました。

なお、当該都 市計画図書の縦

覧を役場企画調整課で行ってお

りますので、その旨をお知らせ

致します。

Eお問い合わせ]長浜町役場企

画調整課(宮52-1111<内線37園

40>悶(有02131)まで。
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7
謹
韓
問
題
藤
組
事
ケ
ム
マ
抽
選
一

一5
平
戚
十
一
一
一
議
開
あ
ら
し
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

5

一

wr

二
月
二
十
二
日
、
「
肱
川
あ
ら
し
フ
ォ
肱
川
あ
ら
し
(
黒
川
勝
彦
・
西
条
市
)

F

日

ト

コ

ン

テ

ス

ト

」

の

審

査

会

が

役

場

二

〔

入

選

〕

百

士
階
会
議
室
で
行
わ
れ
、
応
募
総
数
七
十
赤
橋
と
肱
川
あ
ら
し
(
乗
松
義
則
・
松
干

一
一
同
点
(
三
十
二
人
)
の
中
か
ら
、
次
の
山
市
)
元
気
一
杯
設
校
生
(
原
公
夫
・
円

士
卜
八
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)
今
治
市
)
瞬
(
武
井
寛
喜
・
松
山
市
)
干

と

〔

推

薦

〕

乱

舞

す

る

霧

(

山

崎

平

・

松

山

市

)

寒

円

日
仕
事
に
急
ぐ
(
世
良
修
・
今
治
市
)
い
朝
(
戒
能
牧
夫
・
松
山
市
)
町

一

門

特

選

〕

〔

佳

作

〕

中

日
刻
(
二
宮
敏
子
・
宇
和
島
市
)
橋
(
田
中
光
夫
・
松
山
市
)
嵐
の
中
の
円

土

赤

橋

(

竹

内

義

次

長

浜

)

宅

一

一

次

議

離

欝

欝

欝

長

浜

の

風

物

詩

(

小

西

善

幸

一

議

議

機

鱗

襲

鶴

議

黒

田

)

肱

川

あ

ら

し

(

木

村

門

T
l
d議
議

鱗

欝

議

議

盤

。

喜

久

男

正

一

芸

)

あ

ら

し

の

右

一

五

窓

議

嬢

た

ず

不

朝

(

久

保

正

吉

上

老

松

)

守

一日
hit一
一
言
ち
欝
議
離
議

ι一
液
晶
あ
ら
し
の
中
の
登
校
(
高
橋
芹

士

護

軍

一

正

之

長

一

一

政

雄

大

洲

市

)

冬

の

土

日

ナ

手

当

一

や

欝

韓

日

間

(

峰

岡

直

一

郎

長

浜

)

あ

司

一

議

務

総

畿

郵

議

時

ら

し

の

朝

(

佐

々

木

政

明

一

日
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懇
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1警 都 議 翻 隣 組 臨 機蹴鞠綿密手掛臨鍋

重平成14事費
宣 投場の支払(振込)自

?鞠塞ゆ館事誌を記官え宮
今 年は、毘地の小作科をiJとめるときの H安となる「棺:準小作料」

平 成14年度長 浜町役場の定例 の改訂年に当たりまサ。

支払 IJ (預貯金口座振込)が、 農業委員会では、白然的条件及び利用!二の条件を勘案して必要

次の日程となりました。請求書 な区分をし、その区分ごとに小作料の標準額を改訂しましたc

は、納品と同時に提山するよう 今慢は、この「標準小作料J を目安として、骨し千と借り手が

にしてください。 十分協議し、納得のしミく小作料を決めてくださし」

なお、請求書にほ、課名等を 詳し ぐは、農業委員または農業委員会事務崩(告52-11H 回(有)2

13 El (水)

12月 13日(金)
平成15年1月甘雨漏

2月 I13日(木)!日13日(木)

1訂五両面lf25日(金)

5 Fl 1立主竺人辺恒竺]

繋虫宮謀容壬主主主封容器蹄器語磁錨露器:::::語感部容穏蕗藷穏務職

3高齢者儒でも
無料招談 i

ト

一

七

和

一

る

~

り

一

、

、

一

昨

出

↑

た

一

は

路

。

一

や

一

当

一

又

道

タ

地

一

や

一

泊

一

地

用

ク

農

一

が

一

引

い

匹

一

農

業

ラ

な

一

状

一

一

:

一

刻

た

農

ト

能

一

形

一

言

回

一

討

一

し

、

、

可

一

。

一

日

一

釘

了

で

れ

用

一

模

、

齢

一

正

一

言

完

所

さ

利

一

規

で

一

樹

一

山

一

一

備

る

備

の

一

り

所

。

一

(

一

一

明

一

愁

で

整

ン

一

よ

な

地

一

期

一

一

三

一

切

準

が

イ

↑

田

能

農

定

。

一

昨

一

一

ほ

に

等

バ

可

な

一

安

地

一

1
一

一

れ

路

ン

用

笠

一

詔

一

一
成
「
|
L
|い
γ

1

1

1

1

「
|
一

日
「
一
一
日

し

一

作

一

同

日

0

一
O
一

さ
一
小
一
，
E

5

5

一
β

一

だ
一
準
日
一

2

一

2
一

ぐ
一
標
「
1

1

1

1

1

!

|

寸
川
一

せ

一

四

一

瓦

一

稲

稲

一

藷

一

糾

一

勧

一

割

一

作

一

水

水

一

甘

一

山

一

町
仙
一
度
「
|
十
1
E
|
|

町
|
「

EI

J
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一

年

一

手

引

出

十
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忠

一
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一
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一

優
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へ
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g 鐸護窟霊官シ夕一zか~，自fθう0お却fθう室封f 

精神保健及び精神障害者栢祉に関する

法律が一部改正されました

ギ成11年 4月 1日から、精神障害者の方が地域で生活するため

に 受 付 ることのできるサ」ピスのうち、次の手1J11については、長

浜町保健センターで受け付けることになりました。

①精神障害者グループホームやショートヌテイおよび、ホームへ

ルブサー ビ ヌ の 利 用 に つ い て の 相 談
高齢J';'とそのご家主矢の心配こ

と、悩みごとについてご椙談を ②通院医療費公費負担および精神障害者保健福祉手帳の申請手続

お受けします(お気軽にご相談 14段以上の「風しん予防接種」について
くださし述。すべて無料です

0一般相談且旨・毎週火曜日 ~I :l日記

日(午前 9時 ~午後 5時)。生 ん予防長 種」を実施します。対象になる方は、ぜひこの機会にお

、|三成13年の予防接種怯改正仁伴い、町ではド記のとおり「風し

活全般にわたる 問題についてご受けくださしミ O

相談に応じます。 ドナ象庁}長浜町に住民票のある|昭和54年 4月 2日~昭和62{j三10

0専門相談圃固指定自立u(詳しく 月 1日 までに生まれた方で、風しん予防長種を受けて e.ミない方

峰、下記までお問い合わせくだ [接種時期}、1;成14年 7月2211 ():f) ~...8 月 2311 (金j

さい 7一位 1 時 ~4 時)。相談 i長種場所l町内委託医療機関

内容に応じて、経験豊富な各分 [料金}無料(ただ L、接種券が必要)

野の専門家がご相談に!ぶじますl

E相談 窓口 ・お問い合わせ]愛

媛県高齢者総合相談センター

(器089・926-0808回 FAX089-926-

0177) まで。

5-

[巾込方法】来所または、電話でお申し込みくださし、。

[申込締切1 で一成14年 6 月 ~z

[その他l申込者には、後日拡=種券をお送りしますハ

E申 し 込み・お問い合わせ先】長浜町探健センター(宮52-3055ロ

情)2095) まで、。
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①食生活的ポイント

建参事L見期(離乳食)
[ 5 か月ぐらい~1 歳半ぐらいまで〕
お っぱいやミルクの“のむ食事"から

“噛んで、食べる食事"ができるようにトレー

ニングしたり、食物の味や舌触りの他、ス
プーンなどが口に触れることで感覚を養う

など、栄養面だけでなく、あごや脳の発達

を促す大切な時期です。

②体調不畏時的mイント

警警幼児期(幼毘食)
[ 1 歳ぐらい~6 歳ぐらいまで〕
飲 み 物 で 食 物 を 流 し 込 む よ う な 習 慣 がつ

かないように気を付け、しっかりかんで飲
み込めるように、ゆとりと楽しみのある食

生i舌をしましょう。また、正しい生活リズ

ピ一時期から身に付けていきましょう o

い
/ 

制
「あれ?様子がおかしいな?Jと、子どもさんの突然の病気にあわ

てたことはありませんか?このような時は、子とともさんの様子をみ

ながら、次のことを参考に食事をすすめてみてください。

-病的な下痢の時には吐き気・日直吐、腹

痛、食欲減退、脱水症などがみうれる0

・お茶、野菜スープ等で、水分の補給を

し、消化吸収のよい食事を。

-便性老固くする繊維(ペクチン)を含

む、りんごや人参を量の加減をしなが

5与える。

. D~吐に食欲不振が伴う場合は病的なこ

とが多く、また、急性胃腸炎の場合に

は下痢を伴うこともある。

-吐き気の強い聞は絶食し、治まってき

た ら水 分を少量すつ与え、徐々に量を

増やす。 その後、消化の畏い食事を食

欲!こ合わせてすすめる。

-脱水症状を起こしやすいので、さ湯、

番茶、麦茶、スープなどで水分の補給

を。

-栄養が不足して体力が落ち芯いように、

消化が良くて食べやすい、ヨーグルト、

半熟卵、プリン、などを与える。

症状としては 3白以上便が出ない、排

便時に困難を伴う、毎日排便があって

もコロコ口状などがある。

①水分や食事の摂取不足

① 食 物 繊 維 の 摂 取 不 足

①腸管等の異常

④ストレスかうくるもの・ーなどの原因

が考え5れる場合は、そのことにつ

いて改善できるようにする。

※ ど、の病気の場合も基本的には、機嫌や食欲が普段と変わりがなくて成長(体重増加など)が

順調で=あれば特別芯心配は無いと思われますが、早めの受診をおすすめします。

※ 日未付けの濃いものは、未熟な腎臓に負担をかけてしまいますので、昧付けに注意しましょう。

6 



電柏崎一，、
#0 う

ご符用ぐ君弓乙i/ 障:

恭一ツセン
tt，J_~道拡 IÞm工事による長浜~功労者体育七ンターの移転: (平成一 I [i~-士.:..-..:..tl 11 ~ 

れていた「長浜町スポーツ七ンタ ~J がこのほど完成しました。自由量産 t一ι
スポーツ、レクリェーションをはじめ、余暇・コミュニテ雪子ゴくり

ください。 いぷ軍
吋 I

I定休日 ]0毎週月 H翠日(JJ曜日が国民の祝日に'cliたる場合j

。年末及び年始(12月2811一翌 年 1JJ 4 Uまで)

i使「口時間1午前 8時::30分~午後10時(準備及び片づけに

【使用 ~If込】使用する 3 日前まごに、教育委員会へ使用許

I使用料等]下去のとおりです。

Iお問い合わせ 】 長 浜 町 教 育 委 員 会

(告52-1111・婿)2165)
使用料金

1，000円

1，000円

2，000円

1，000円

3，000円

2，000円

キヰ用イ費明
刀
口
一
日

円ロハ

まで。

1回につき 525円(ただし、

2階フロアー<苧対け吏用 υJ>

のみ使用の時合は、 210円。)

イi照明を使用する場合には 、

記料金が巴要です。

( 2階フロアの照明イ吏用件は

無料です。)

翠

ニ
朝
間
く
だ
さ
じ
!

主

本
紙
二
月
号
で
、
開
設
準
備
の
ご
紹

「
一
介
を
し
て
お
り
ま
し
た
「
王
子
ケ
丘
口

い
帥
首
総
令
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
が
、
山
月

J

A

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

す
で
に
ご
承
加
の
と
お
り
、
養
護
昌

一
人
ホ

l
ム
「
円
山
閤
」
は
「
さ
く
ら
苑
」

)
と
名
称
が
変
わ
り
、
ま
た
、
「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
「
在
宅
介
誰
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
当
町
高
齢
者
福

祉
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
相
談
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

養護老人ホームさきく昌男
定員50人台59~101 0 

使用時間

8時30分~12時00分

1 2時00介~17時00分

8時30分~17時00分

17時00分~22時 00分

8時30分~22時00分

1 2時00分~22時 00分|

露
湖

MJllo)阿季折々心，)風を感じなが
ム、まこ-~ろのこもった jヨ 111:話で

'1夫喧ttu'i! 

ーイサーピヌセンター
定員25人 c雪 印 ー7016

一晶一日」

総
合

持〈宅の高出~ì -fゴーを介註 Lている方

の心配ごと、悩みごとの村l談主手お i
¥気軽にどうぞ 1 ) 

在宅介護斐擾t2Uター
盛岡-70'18

入浴や給食サービスモシでリフレッ
シュ!

食堂(デイサ ビスセンター)

信
〉

王子ヶ丘高齢者総合福祉注ンター所在地特殊浴槽(デイサ ビスセンター)

-7-



毎簡錦繍
極曹

、壇画担

1年 前納 156，770円

1年前納(付加保険料込み)

騎時
離網

命

臨臨調醸覇
1年前納の場合平成14年 4月 30日

(火)となっています。

※愛媛県内の方10人に 1人がご利用 し

ています。

※前納期間中に会社へ就職した場合等

には、その月以降の保険料は還付さ

れますので安心です。

1年前納で

お得112，830円
1年前納(付加保険料込み)で

お得グ 2，920円

平成14年度圏畏年金保験料

月額 13. 300開

※納めた保険料は、社会保険料控除として課税対

象の所得から差し引かれます。

国民年金保険料の納付は、法律で義務づけられて

います。

扶助ハ

園
田

Z
図

開

国

日

本
定

リ
@
時
四
日

忠

一

柵

た

工

出

く

一

日

村

田

間

一

一

一

利

一

険

ご
一
団
体4

E
 

牛
ム

4
4何回贋

¥月¥ぷ場¥所¥ 長浜町商工会 長浜町商工会

( 1日) (午前)

4 1 0日(水) 22日(月)

5 1 0日(金) 20日(月)

6 1 0日(月) 20日(木)

7 1 0日(水) 22日(月)

8 9日(金) 20日(火)

9 1 0日(火) 20日(金)

10 1 0日(木) 2 1日(月)

11 8日(金) 20日(水)

12 1 0日(火) 20日(金)

平成15年1 1 0日(金) 20日(月)

2 1 0日(月) 20日(木)

3 1 0日(月) 20日(木)

午前 9:00~11 :30 1日 10:00~15:30 

制加偲取容日
高い保険料を納めても、高い老齢給付

を受けたいという第 1号被保険者の方の

ために

毎月の保険料 13，300開{こ

加えて、 1か月につき 400円

の保険料を納めることができる制

度があります。

付加保険料を納めた期間に対する老齢

給付の年金額は、年額 200円×

付加保険料を納めた月数となって

います。

-8-



わ
た
し
は
、
な
つ
休
み
に
ぴ
土
、
っ
き

し
ま
し
た
。

に
な
り
、
十
月
十
日
に
し
ゅ
じ
ゅ
つ
を

に
ゅ
う
い
ん
し
て
い
た
の
は
、
十
日

ぐ
ら
い
だ
っ
た
け
れ
ど
、

る
の
が
と
て
も
な
が
く
で

一
日
の
お
わ

た
。
す
ご
く
た
い
く
つ
し
て
、
大
き
な

い
や
で
し

こ
、
え
で
、

「
つ
ま
ら
ん
。
か
え
り
た
い
。
」

す

と
さ
わ
い
だ
り
、

ね
た
り
じ
て
い
ま
し

た。
そ
ん
な
と
き
、

も
だ
ち
か
ら
の
手
が

み
ゃ
し
ゃ
し
ん
や
お

に
ん
ぎ
ょ
う
を
見
て
、

学
校
の
こ
と
を
お
も と

い
だ
し
ま
し
た
。
み
ん
な
、
わ
た
し
の

Tこ こ
と
を
し
ん
ば
い
し
て
く
れ
て
い
ま
し

て
、
学
校
へ
き
て
ね
。
」

「0
0
0ち
ゃ
ん
、
半
く
げ
ん
き
に
な
っ

と
か
い
で
あ
っ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で

い
ま
し
た
。

す
。
と
も
だ
ち
っ
て
い
い
な
あ
と
お
も

や
っ
と
、
た
い
い
ん
し
た
け
れ
ど
、

しミ オコ
てた

し
才:3 0コ
しせ
つな
こ力、
カ主力、
ふ冶 ら
く
ろ く
にだ!
犬ごカfi
ま 出 1
っ て E

て
い
ま
す
。
み
ん
な
、
ど
ろ
お
も
う
か

な
と
し
ん
ぱ
い
に
な
っ
て
、
学
佼
へ
い

く
の
が
い
ヤ
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

と
も
だ
ち
が
あ
そ
び
に
き
て
く
れ
て
、

「
あ
し
た
か
ら
、
学
校
へ
い
こ
う
ね
。

み
ん
な
ま
ヲ
て
る
よ
。
」

「ともだちって

いいなJIと

小学 1年生 |ぞ
( 13年度人権作文集より) I孔

一 一一十」た
のしでと η
がて て し
た、きてキ
の学ま、と
しイ交し ~t' .:;，三

r:tST 
なくそカf つ

り
ま
し
た
。

と
も
だ
ち
っ
て
い
い

な
と
お
も
い
ま
し
た
。

「
F
E
l
i
-
-
-

一
、
弓
翻

-

t

J

瞬
間
融

一
シ
臨

一
大
和
(
下
須
戒
)
地
区
に
は
、
職
国
時
代
む
城
「
+
ハ
陰
城
」
の
城
跡
が

一
よ
り
よ
い
形
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
か
ら
八
回
に
分
け
て
、
こ
の
艶

一
攻
不
落
の
大
陰
城
陥
落
に
つ
い
て
の
伝
説
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

周
辺
の
平
刈
り
や
道
作
り
を
し
た
後

↑
一
は
じ
め
に

で
中
川
会
を
聞
き
、
社
何
改
築
を
相
談

一
平
成
十
一
年
三
月
十
凹
日

(
H
T

し
た
。
四
月
四
一
日
、
械
の
ム
口
で
の

一
郷
一
地

K
の
奉
仕
作
業
で
城
の
台
に
登
つ
「
お
こ
も
り
」
の
時
、
下
平
地
区
と

一
た
u

城
の
台
と
い
う
の
は
、
中
世
の
も
相
談
し
、
社
改
築
の
た
め
理
主
女

一
城
「
大
陰
城
」
が
建
っ
て
い
た
と
こ
員
会
を
作
っ
て
建
て
出
す
こ
正
に
相

一
ろ
で
あ
る
一

J

土
佐
の
長
ん
一
不
我
部
に
域
火
山
が
決
ま
つ
ム
心
。

一

を

奪

わ

れ

、

そ

の

ま

。

F
i
j
i
-

べ知よ
bv偽
%
減
駒
山

j
q
~
6
r
z
i
巴
警

一
後
、
取
り
返
し
は

ψ

九
一
章
一
川
三
時
品
構
ー
麟
響
額

一

し

た

も

の

の

、

世

間

&
J
1一一一可芯た一

↑

日

舎

の

四

国

征

出

金

主

鱗

も

JV-1-験
結

J
帆

一

伐

で

城

は

取

り

壊

や

判

事

F
¥
;磯
子

:

れ

て

し

ま

っ

た

。

乞

電

器

{

駄

一

宮

r-一
機

片

rp一

一

、

〉

マ

ナ

騒

麟

一

む

戸

総

務

引
4

2

5
会

↑

現

在

は

、

「

時

戦

均

一

一

、

…

2
h
木騒が

f
w
¥夜

rf…IL-

-

し

た

城

主

矢

現

野

間

三

ufj一
議

一
昨

E
E
T

権

仁

ぷ

F
P
F
J
J盛

一

そ

の

一

主

た

ち

を

欝

鞠

一

J

響
I
L

州
都
九
段
ト

J
J撃
機

1
官
民
磯
市
¥
殺
i

j
一
=
一
ー
ハ
ソ
/
隠
圏

一

祭

っ

た

小

さ

な

社

一

-E港
開

誠

一

wlf翻

λ

一

(

金

万

比

羅

(

呂

)

が

?

一

ヰ

J
J
d
r
鶴

一

ゅ
?
義
富
一
塁

r7
浅

監

一
建
っ
て

2

0

1

1

毒
↓
用
試
〉
川
斡
ア

一

そ

の

社

が

、

崩

営

f
i
-
-
:
J
s
i議
鞍
管

一

壊

寸

前

ま

で

傾

い

二

%
y
vトー

i一
一
引
い

一
て
い
る
c

城

主

人

}

議

民

間

輸

通

鐘

議

「
l固

!
:
l
i
l
i
-
-
E
l
i
-
:
i
z
-
-
i
l
i
l
i
a
-
-
I
l
l
-
L

井

内

須

竺功

一一一一一一一一一一一一一」

と、「飲酒運転などの:ILt，質・危険な運転ーの

遁世」に責点、をおき、全国で様々を取り組

みを千Tし斗まプす一ο

ドライノてーの皆さん、

なj軍事云を'L、カ宝けてくださしミ。

0子どもの患な飛び出しに注意!

0交 通 事 故 死 者 数 の 約 4劃が高齢者!

0在聞の死亡事故の 4f牛iこ1件は飲酒運転!

マナーを守り安全

ドライバーの皆さんご注意ください!

春の金盟委通安牟運動
4月窃同_，158

今|凶の運動では、交通事故の被在者にな

りやすい「子どもと高齢ー苫の交通事故防|トJ
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健
康
食
を
試
食

ー
第
二
回
健
康
食
味
ま
つ
り
:

二
月
卜
六
日
、
ふ
れ
あ
い
会
地
で
第

二
回
健
康
食
味
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

約
U
五
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
陸
康
食
の
試
食
会
を
通
し

た
地
域
住
民
の
健
康
意
識
向
上
な
と
を

目
的
に
、
長
浜
町
保
健
栄
養
推
進
協
議

会
が
約
ム
年
前
か
ら
整
備
を
進
め
、
こ

の
日
の
究
施
と
な
っ
た
も
の
。

試
食
に
訪
れ
た
参
加
者
ら
は
、
生
活

宵
慣
病
予
防
食
を
は
じ
め
、
長
浜
町
の

叩
土
料
理
な
ど
ん
王
十
七
口
引
を
ひ
と
つ
ず

つ
血
に
取
り
試
食
コ
塩
分
・
糖
分
を
控

え
た
健
康
食
に
育
設
を
打
っ
て
い
た
。

一
一
十
一
一
一
団
体
、
が
出
演

ー
チ
ャ
リ
テ
ィ

1
芸
能
発
表
会

1

獣食をする参加者たち

一
一
川
十
七

U
、
町
休
育
館
大
ホ
ー
ル

で
第
二
十
一
引
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
主
能
発

表
会
が
開
催
さ
れ
、
ト
八
勢
の
鑑
賞
者
が

方
し
こ
一

f

三
H
H
J
A
チノ

こ
れ
は
、
町
丈
化
活
動
の
振
興
と
、

各
品
円

a

同
作
の
交
流
を
図
う
っ
と
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
コ
今
回
も
、
邦

来
、
吟
泳
、
歌
謡
、
民
一
リ
晶
、
作
踊
、
音

楽
、
芸
能
の
七
祁
円
、
合
計
二
卜
三
国

体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
。

会
場
は
、
出
演
者
の
話
気
や
、
来
場

者
か
ら
送
ら
れ
る
大
き
な
拍
子
や
声
援

に
満
ち
て
い
た
。

楽
し
く
健
・
麗
づ
く
り
を

23団体力、、出演した雲能発表会

(
、
)
白
滝
歩
け
走
れ
大
会

1

三
月
三
日
、
内
凶
で
第
十
六
回
白
滝

地
区
広
け
走
れ
大
会
が
杭
開
催
さ
れ
、
地

元
住
民
ら
約
一
一

μ人
が
参
加
し
た
。

う
ら
ら
か
な
春
の
日
ぷ
し
の
も
と
、

参
れ
者
ら
は
歩
く
コ

l
ス
コ
了
六
l
肌

)

と
、
走
る
コ
ー
ス
(
三
・
八
凶
)
に
分

か
れ
て
公
民
館
前
を
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ

ぞ
れ
が
マ
イ
ペ
ー
ス
で
ゴ

l
ル
や
一
日
指

し
た
。ゴ

ー
ル
伎
は
、
婦
人
会
に
よ
る
う
ど

ん
サ
ー
ビ
ス
や
、
ア
ニ
メ
上
映
会
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
i
ム
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
。

jL_ 竺費予喧?一一，_ !l遍志ト

盛大に行われた餅撒き

み
ん
な
で

盛
明
上
げ
'
ま
し
た

一斉にスタートを切る参加者たち

ー
大
和
太
陽
の
広
場

1

三
月
三
川
、
大
和
小
学
校
を
主
会
場

に
、
持
年
但
例
と
な
っ
た
大
和
太
陽
の

広
場
が
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
大

勢
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

今
回
で
て
十
八
回
目
を
迎
え
た
と
の

イ
八
ン
ト
。
第
一
部
の
「
み
ん
な
で
定

ろ
う
・
歩
こ
う
十
時
」
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
す
が
す

が
し
い
行
を
流
し
て
い
た
。
第
一
ム
部
の

「
ふ
れ
あ
い
の
広
坊
」
で
は
、
各
程
パ

ザ

l
v
、
民
示
、
芸
能
発
表
な
ど
の
各

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は

併
船
き
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
賑

わ
っ
て
い
た

落
戒
を
視
い
ま
し
た

10 

(
)
王
子
ヶ
丘
高
齢
者

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
落
成
式

1

三
日
十
日
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
柴

の
王
子
ケ
丘
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
工
事
・
地
一
冗
関
係
者
ら
約
百
人
が

出
府
し
て
落
成
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
た
。

伸
事
に
引
き
続
き
桁
わ
れ
た
式
典
で

は
、
工
事
経
過
報
告
や
、
工
事
に
関
わ

り
ご
協
力
い
た
だ
い
な
方
々
へ
の
感
謝

状
贈
げ
に
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
鏡
開
き
、
乾
杯
を
か
わ
き
り

に
祝
宴
も
催
さ
れ
、
出
席
者
全
員
で
そ

の
落
成
の
古
ぴ
を
八
刀
か
ち
合
つ
て
い
た

0

4
 

直書授Fプ

全員が乾杯で落成を杭いました



11軍司
z圃
~~ 
白昼

一
輸
の
梅
の
ほ
こ
ろ
ぶ
今
朝
の
庭

中

見

貞

立
春
や
棚
に
満
載
種
物
日
山

吉

田

節

訪
れ
ば
先
ず
盆
栴
に
迎
へ
ら
る

矢

野

昌

童
唄
母
子
の
影
や
春
隣中

島

千

代

子

書
き
初
め
を
科
げ
て
子
叫
ん
寸
の
初
笑
劇

替

地

和

人

寒
栴
の
眺
め
の
よ
さ
仁
に
ご
り
酒

宮

田

猛

老
夫
婦
回
世
の
畑
を
耕
せ
る

高

左

追
悼
文
筆
の
な
じ
ま
ぬ
寒
の
水

ハ

八

円

本

H

喜

多

灘

小

学

校

日

存
の
山
空
と
ム
緒
に
笑
っ
て
る

今

一

年

後

藤

美

樹

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
も
う
い
い
か
い
と
春
を

昨

ぶ

三

年

佐

藤

葵

春
の
シ
ャ
ワ
ー
私
を
つ
つ
ん
で
く
だ

3

い

な

三

年

藤

岡

碧

ふ
き
の
と
う
よ
い
し
ょ
よ
い
し
ょ
と
雪

ど

か

す

四

年

末

瀬

菜

い
つ
の
間
に
服
が
薄
着
に
な
っ
ち
ゃ
っ

た

四

年

谷

ヒ

希

沙

良

静
か
な
川
き
れ
い
に
き
れ
い
に
流
れ
て

る

四

年

松

下

勝

俊

マ
ラ
ソ
ン
だ
風
J
U

一
緒
に
競
走
だ

四

年

川

上

千

弥

裸
の
木
葉
っ
ぱ
が
出
て
き
て
着
が
え
中

川

年

伊

朔

太

学
校
の
向
こ
う
に
見
え
る
お
花
た
ち

六

年

松

下

川

け

香

通
学
路
案
の
花
咲
い
て
春
近
い

六

年

計

栄

{
永
年
勤
続
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

感
謝
状
】

野
地
都
代
車
口
(
出
海
)

子

善

無
口
な
る
君
の
愛
せ
し
寒
椿

井

東

純

十
本
耕
の
か
た
き
土
視
な
ら
し
け
り

西

山

通

子

折
り
詰
め
に
誌
へ
ら
れ
て
キ
一
り
栴
の
花

桐

田

恵

美

子

じ
い
早
や
つ
い
に
一
川
見
つ
か
ら
ず

亀

岡

幸

子

隣
よ
り
赤
チ
泣
く
声
牡
丹
の
牙

津

田

操

菜
の
花
や
ま
ぶ
し
さ
ま
で
に
彩
は
な
九
一

久

保

茂

寸一

イ1文

j -

モノの時代力!¥6知恵の時代へ
4月18日は f発明の日J(特許庁〉

子

ー
公
民
館
活
動
の
功
績
1

二
月
二
十
四
日
、
中
央
公
民
館
で
閣

榊
附
さ
れ
た
第
三
回
長
浜
町
生
涯
学
習
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
の
席
上
、
公
民

館
活
動
推
進
に
功
棋
の
あ
っ
た
次
の
方
々

に
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈

ら

れ

ま

し

た

。

(

敬

称

略

)

{
公
民
館
優
良
役
職
員
表
彰
〕

民
頭
方
平
一
櫛
生
)

玉
井
義
守
(
櫛
生
)

同
海
計
幸
(
出
海
)

矢
野
武
範
(
戒
川
~

「発明の日」を日念し
て、全国各地でさまざま

な記念行事が開催されま
す。詳しくは、特許Jiーの
ホームページを!

(http://www.jpo.go・jp)

義

木

芳

J 

r""'''~ 園出回幽圃・働圃幽 E 園開 E 岡田幽- -間四幽周回開四四凶圃圃圃司・個幽圃胃圃温周回回国国同開園・園暢田園宅

' 2 . 
E 
E 
E 

Z 
E 

-' E 

E 

E 
E 

-E 

H 

に め育く
な 元 て っ接ど
っ気名てすん
でで付欲るな
ね 思けしこ時

五 L示。いまいとで

γ? ゃととのも
友出 り人もので
紀幸の願き人
さき あいるに

叫 んんるを子イ憂
い難弘 治 )・人込にし

平成 13年4月26日生まれ

斗ちゃん(豊茂)

中

長浜高校美術部あいば交うまこ

す1あ

とち
イ申の
ひ・， ~.ま

てヨ
るむ、zら

.J:.~..， I )IL 7盟国

駒
市
捜本本車

11-



2002 4月15日，.._， 5月14日

車、~(1)/.クル，ンター
日 曜日 1T 事 名 場 所 時 間

15 月
乳力ずん(マンモ)、

JA白滝支所 8:30-11:00 
骨粗怒症検診

17 水 びん・ 缶収集日

18 木
乳がん(マンモ)、

JA長浜中央支所
8:30-11:00 

骨粗暴言症検診 13:00-15:00 

乳がん(マンモ)、 JA長浜中央支所 8:30-11:00 

19 金 骨粗怒症検診

有害ごみ収集日

22 月 社会保険事務所出張相談 長浜町商工会 9:叩-11:30

23 火 不用犬回収日

24 水
ベッ トボトル・発泡ス

チロール収集日

26 金 組大ごみ収集日

5/1 水 びん・缶収集日

3 金 古紙・紙パッヲ収集日

8 水
ベッ トボトル・発泡ス

チロール収集日

社会保険事務所出張相談 長浜町商工会 10:00-15:30 

育児サークル、歯磨 保健センター 10:00-11 :30 

き相談・育児相談

10 金 1 j設6か月児・ 3 保健センター 13:00-13:30 

歳児健診

燃やさないごみ収

集日

喝P
'-'+ 

~， 

ド

孟

t， 

E: 

今月の トップは亀井皇志さん・
牧恵さんのカップル

豊今

城 亀

茂 坊

戸 井

牧 皇

4月は桃・桜など百花が一度に 咲 き、 鳥の さ え ず

りも 始まる。 3月を仲春とすれば、 4月は晩春 と 言
さ治、

うべきだろうか。春の盛りを感じさせる 月 でもある。

その上、入学 ・進級・新入社員など新しい人生の門

出を迎え、生気あふれる月でもある。
お i;とものゐ叫す由し

万葉歌人大伴 池主に「山峡に咲ける桜をた だ 一 目

君に見せてば何をか思はむ」がある 。 万葉集にはh

桜を詠む歌は40余首ある。 野や山や家に咲く花を讃

え、散るのを惜しみ、 恋 の思いを花に託し、 男から

女へ、女から男へ花を贈り 、かんざしとして髪を飾

るなど、春たけなわを彩る桜花を人々はこよなく愛

した。 だが、万葉集に詠まれる春の花で最も多いの

は、梅の110余首である 。
ニうにん

日本書紀には、弘仁 3年 (812) 2月 12日、嵯峨天
しん せ ん え ん

皇が神泉苑で花を見、文人たちに詩を作らせたのが
ししんでん

始まりだとされている 。 内裏の紫震殿前庭には、左
じよう 4ヲ

近 の梅と右近の橘があり、承和12年 (845) には梅花

の 宴が催されて いるが、やがて梅は桜と交代 し た。
おおしこうらのみつね

凡河内身弓恒は「古今集Jに、「わがやどの花見がてら

に来る人は散りなむのちぞ恋しかるべき 」 と詠む。

山野の花見は桜狩と称した。 時代が降るにつれて、

花見は公家から 武 家 、 近 世 に は都市住 民 の歓楽へと

一般化してし、く 。

豊臣秀吉の催し た 吉 野 ・醍醐の花見は華美を極め

た。古今集では「吉野の山の桜」を讃えている。 京
11;( 

都では嵐山が中世に知られ、近世では知恩院の姥桜、
け んにん じ し だれ 釘〈ら にん会じ

建仁寺の枝垂桜、仁和寺 ・清水寺の八 重桜等、寺社

を中心として100か所以上の桜花が挙げられる 。

3代 将軍家光 が 上 野 に 彼岸 桜 ・枝 垂 桜 ・山桜を、
すみだづっみ ごてんやま

隅 田堤 ・品川御殿山に吉野桜を植えさせた。 俳人芭

蕉 は「花の雲鐘は上野か浅草か」と詠む。 8代将軍
あす か や ま

吉 宗も、隅田堤や浅草の境内 -王子飛鳥山に千本、
ニヵ'i，いつつみ

小金井堤に 1万本を植樹させ、花見は都市住民の一

大年中行事となった。

長浜町も、ライオンズクラブの尽力により住 吉 公

園が花の園と化した。 町民も花見に紳を深め合い、

豊かな人情味あふれる町づくりにいそしみたいもの

である。
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田下宮本野

山一2月 末 現在 育可月とσコ上ヒ車交

9，584人 16人減

)¥ 口 (男 4，520人) (男 8人減)

女 5，064人 女 8人減

世帯数 3.597世帯 1世 帯増
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